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本書について

　本書は自動車メーカーが発行しているマニュアル（整備書）を基に、レーダー及び
カメラのエイミング方法をまとめたものである。事故等の責任は弊社に一切ないもの
とし、それを了承した上で本書を使用して頂きたい。
　なお、エイミング作業前には次に掲げる事項が厳守されていることが必要不可欠である。
　▪車両が真っ直ぐに走行できる（ホイールアライメントが調整されている）
　▪車両の車高・地上高・タイヤサイズ（異常摩耗、空気圧）等が適正である
　▪ボデー修理整備に際して各部ボデー寸法等が正しく補修されている
　▪ガラス脱着・交換後に各部が正しく補修されている

　本書は、先進安全自動車（ASV ＊１）が搭載する自動ブレーキ（衝突被害軽減ブレーキ、エマージェンシー
ブレーキ等）に関するエイミング＊２の方法についてまとめたものである。
　自動ブレーキは、車両に装着されたカメラやレーザーレーダー等により作動する。そのため、カメラやレー
ザーレーダーを脱着・交換した場合には、それらの向きのエイミングを行う必要が生じる。また、カメラが
フロントウインドシールドガラスの内側に装着されている場合、フロントウインドシールドガラスを脱着・
交換した際もエイミングを行う必要がある。
　エイミングはメーカー純正のリフレクタ等及び外部診断機が必要とされている。しかしながら、外部診断
機については社外の汎用機で代用できることが確認できている。そこで、本書には収録車種毎に、社外の汎
用機を使用した「実車でのエイミング・光軸学習例」を収録している。
　収録車種は以下のとおり。
1トヨタ・アクア［NHP10 系］・・・・・・ P.3 ～
2トヨタ・プリウス［ZVW5#系］・・・・ P.28 ～
3ホンダ・フリード［GB5・6］・・・・・・ P.91 ～
4ダイハツ・ムーヴ［LA150･160］・・・ P.125 ～

＊１：ASV［Advanced Safety Vehicle］
＊２：エイミング［aiming］カメラやレーザーレーダー等の光軸の向きを測定し、調整する作業。自動車メー

カーにより呼称が異なる。なお、本文中では各自動車メーカーの呼称に合わせている。

使用機材

外部診断機

　前述のとおり、本書には収録車種毎に、社外の汎用機を使用した「実車でのエイミング・光軸学習例」を
収録している。エイミングにはメーカー純正外部診断機が必要とされているが、次に掲げる汎用機を使用した。
�株式会社インターサポート「G-scan ２」

�ソフトウェア
平成 29 年３月 27 日更新バージョン

�問い合わせ先
株式会社インターサポート
〒 310-0803
茨城県水戸市城南 1 丁目 6 番 39 号
TEL 029 - 303 - 8021（代）
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トヨタ

�ベーススタンド	 �リフレクタＡ	 �リフレクタＣ

ホンダ

�レーダエーマセット

ダイハツ

�ターゲットスタンドセット	 �レーザレーダターゲット
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１ アクア［NHP10 系］
※�平成 27 年 11 月発行の電子技術マニュアルを基に作成している。今後のマイナーチェンジ等により内容が
変更される場合がある。

《目次》
１．システム概要	 	P.3
２．注意点及び光軸学習が必要となるケース	 	P.6
３．構成部品＆回路図	 	P.8
４．光軸学習（プリクラッシュセーフティ前方センサ調整）	 	P.12
５．実車での光軸学習例	 	P.20

１．システム概要

Toyota Safety Sense C

◎�運転者の安全な運転を補助する３つの運転支援システムを統合した予防安全パッケージ「Toyota�Safety�
Sense�C」を、仕様に応じて設定している。�
　①衝突回避支援：プリクラッシュセーフティシステム（PCS）�
　②車線逸脱防止支援：レーンディパーチャーアラートシステム（LDA）�
　③夜間視界支援：オートマチックハイビームシステム（AHB)�
◎�プリクラッシュセーフティシステムは、プリクラッシュセーフティシティセンサに内蔵されている単眼カ
メラとレーザレーダの双方の情報をもとに、先行車の検知を行う。�
◎�検知された先行車との衝突の危険性が高いと判断した場合は警報作動を行い、さらに衝突の回避が難しい
状況と判断した場合は、万一の衝突に備え、衝突回避または衝突被害の軽減を支援するために、プリクラッ
シュブレーキアシスト制御やプリクラッシュブレーキ制御を実施する。
◎�プリクラッシュブレーキおよびプリクラッシュブレーキアシストの減速性能により、衝突回避を支援また
は衝突被害の軽減に寄与する。プリクラッシュブレーキでは最大約 30km/h＊の減速を可能にしている。

　＊：道路状況や天候など使用環境によって十分な減速性能が得られない場合がある。�
◎�プリクラッシュセーフティシステムは衝突回避支援に加え、信号待ちなどで先行車が発進した後、自車が
発進しない場合にブザー音とメータ表示にて運転者に知らせる、先行車発進告知機能を制御している。

レーザ
レーダ

《単眼カメラとレーザレーダ》
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プリクラッシュセーフティシステム（PCS）

◎�進路上の先行車をレーザーレーダーと単眼カメラで検出。
《衝突警報》
◎�衝突が予測される場合には、約 15km/h ～ 140km/h の車速域で警報を発して回避操作を促す。
《プリクラッシュブレーキアシスト制御》
◎�約 30km/h ～ 80km/h で走行中にブレーキを踏むと、強力なブレーキアシストが作動する。
《プリクラッシュブレーキ制御》
◎�自動ブレーキが約 10km/h ～ 80km/h の車速域で作動し、約 30km/h 減速。たとえば停止車両に対し自車速
度 30km/h の場合は、衝突の回避あるいは衝突被害の軽減を支援する。

衝突の
可能性あり

衝突の
可能性高

衝突の
不可避 衝突

経過時間

警報ブザーとディスプレイ表示で危険をお知らせ

Ａ
Ｂ

Ａ：ブレーキ踏力を強力にアシスト
Ｂ：ブレーキを踏めなくても自動減速

《作動イメージ図》

レーンディパーチャーアラートシステム（LDA）

◎�白（黄）線の整備された道路を走行している場合に、現在走行中の車線からドライバーがウインカー操作
を行わずに車線を逸脱する可能性があると判断した場合に、ブザーおよびコンビネーションメータASSY
への表示により運転者へ逸脱の可能性を知らせる。
◎�プリクラッシュセーフティシティセンサの単眼カメラを用いて道路の白（黄）線を認識し、運転者に車線
逸脱の可能性を知らせて、運転者による逸脱回避操作を促す。

《車線逸脱警報》
◎�幅約３m以上の車線を自車速度約 50km/h 以上で走行時に作動する。

《作動イメージ図》

車線検知 警報

警報ブザー

ディスプレイ表示　１ TFT マルチインフォメーションディスプレイ　２ デジタル式センターメーター
車線検知 警報：ブザー＋ディスプレイ表示（点滅）

点滅
点滅
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⑥�プリクラッシュセーフティシティカバー
2ND取り付け
　１�．図のように、ガイド２箇所を差し込み、
ツメ２箇所をかん合させ、プリクラッ
シュセーフティシティカバー 2NDを取
り付ける。

※�プリクラッシュセーフティ前方センサを新
品にしたときは光軸学習を行う。

４．光軸学習（プリクラッシュセーフティ前方センサ調整）

1 参考
◎�プリクラッシュセーフティシティセンサの光軸学習は、「一括認識用」または「順次認識用」のどちらかを
行う。
　※本書では「順次認識用」の収録を省略している。

認識方法 ターゲット設置箇所
ターゲット
認識回数

備考

一括認識

フロントバンパ端の位置に１箇所

印刷 プレビュー 閉じる

プリクラッシュセーフティ  前方センサ  調整  

警告/注意/参照

警 告 :
プリクラッシュセーフティシティセンサは、前方車両の検出にレーザー光を使用しており、IEC 60825-1規格における
レーザー等級1Mに相当する。 
裸眼でレーザー光を見ても問題はないが、以下を必ず守ること。守らない場合、重大な視覚障害におよぶか、最悪の
場合は失明につながるおそれがある。 

注 意 :
プリクラッシュセーフティシティセンサが搭載されたウインドシールドガラスASSY交換の際は、必ずプリクラッシュセーフ
ティシティセンサ用純正ウインドシールドガラスASSYと交換する。プリクラッシュセーフティシティセンサ用純正ウインド
シールドガラスASSY以外のウインドシールドガラスASSYにはセンサ搭載ブラケットがないため、プリクラッシュセーフ
ティシティセンサを搭載できない。プリクラッシュセーフティシティセンサ用純正ウインドシールドガラスASSY以外のウイ
ンドシールドガラスASSYにセンサを搭載すると、ウインドガラスの透過率と黒色セラミックの形状により、プリクラッシュ
セーフティシステムが正常に作動しない可能性がある。 

参 考 :
プリクラッシュセーフティシティセンサの光軸学習は、“一括認識用”または“順次認識用”のどちらかを行う。 

手順

有害なレーザー照射を避けるため、分解や本書で定められていないメンテナンスは実施しない。また、分解した
プリクラッシュセーフティシティセンサはIEC 60825-1規格におけるレーザー等級3Bに相当し、目に有害になる。 

・

プリクラッシュセーフティシティセンサから100 mm以内の距離から拡大鏡や顕微鏡などの光学機器(虫眼鏡な
ど)を使用して、プリクラッシュセーフティシティセンサをのぞきこまない。 

・

*A 一括認識用 *B 順次認識用 

認識方法 ターゲット設置箇所 ターゲット認識回数 

一括認識 フロントバンパ端の位置に1箇所 1回 

順次認識 
プリクラッシュセーフティシティセンサ

から3 ｍの位置に3箇所 
3回 

一括認識とは、フロントバンパ端の位置にて、ターゲット3枚を一括で認識させる方法。 ・
順次認識とは、プリクラッシュセーフティシティセンサから3 ｍの位置にて、ターゲットを順番に3箇所の位置で認
識させる方法。 

・

1.プリクラッシュセーフティシティセンサ光軸学習前作業 （一括認識用） 

a.

Page 1 of 24印刷 - Toyota Service Information

2017/02/27file:///E:/N00005/manual/repair/contents/RM100000000QDRB.html?PUB_TYPE=RM&MODE=1

１回

一括認識とは、フロン
トバンパ端の位置にて、
ターゲット３枚を一括
で認識させる方法。

順次認識

プリクラッシュセーフティシティセンサから３mの位置に３箇所

印刷 プレビュー 閉じる

プリクラッシュセーフティ  前方センサ  調整  

警告/注意/参照

警 告 :
プリクラッシュセーフティシティセンサは、前方車両の検出にレーザー光を使用しており、IEC 60825-1規格における
レーザー等級1Mに相当する。 
裸眼でレーザー光を見ても問題はないが、以下を必ず守ること。守らない場合、重大な視覚障害におよぶか、最悪の
場合は失明につながるおそれがある。 

注 意 :
プリクラッシュセーフティシティセンサが搭載されたウインドシールドガラスASSY交換の際は、必ずプリクラッシュセーフ
ティシティセンサ用純正ウインドシールドガラスASSYと交換する。プリクラッシュセーフティシティセンサ用純正ウインド
シールドガラスASSY以外のウインドシールドガラスASSYにはセンサ搭載ブラケットがないため、プリクラッシュセーフ
ティシティセンサを搭載できない。プリクラッシュセーフティシティセンサ用純正ウインドシールドガラスASSY以外のウイ
ンドシールドガラスASSYにセンサを搭載すると、ウインドガラスの透過率と黒色セラミックの形状により、プリクラッシュ
セーフティシステムが正常に作動しない可能性がある。 

参 考 :
プリクラッシュセーフティシティセンサの光軸学習は、“一括認識用”または“順次認識用”のどちらかを行う。 

手順

有害なレーザー照射を避けるため、分解や本書で定められていないメンテナンスは実施しない。また、分解した
プリクラッシュセーフティシティセンサはIEC 60825-1規格におけるレーザー等級3Bに相当し、目に有害になる。 

・

プリクラッシュセーフティシティセンサから100 mm以内の距離から拡大鏡や顕微鏡などの光学機器(虫眼鏡な
ど)を使用して、プリクラッシュセーフティシティセンサをのぞきこまない。 

・

*A 一括認識用 *B 順次認識用 

認識方法 ターゲット設置箇所 ターゲット認識回数 

一括認識 フロントバンパ端の位置に1箇所 1回 

順次認識 
プリクラッシュセーフティシティセンサ

から3 ｍの位置に3箇所 
3回 

一括認識とは、フロントバンパ端の位置にて、ターゲット3枚を一括で認識させる方法。 ・
順次認識とは、プリクラッシュセーフティシティセンサから3 ｍの位置にて、ターゲットを順番に3箇所の位置で認
識させる方法。 

・

1.プリクラッシュセーフティシティセンサ光軸学習前作業 （一括認識用） 

a.
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３回

順次認識とは、プリク
ラッシュセーフティシ
ティセンサから３ｍの
位置にて、ターゲットを
順番に３箇所の位置で
認識させる方法。

2 準備品

レーザーレーダーアジャスティング

印刷 プレビュー 閉じる

© 2012 TOYOTA MOTOR CORPORATION. All Rights Reserved.

プリクラッシュセーフティ  前方センサ  準備品  

09870-60000 
レーザーレー
ダーアジャスティ
ング 

09870-60010 ベーススタンド 

09870-60020 リフレクターＡ 
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ベーススタンド

印刷 プレビュー 閉じる

© 2012 TOYOTA MOTOR CORPORATION. All Rights Reserved.

プリクラッシュセーフティ  前方センサ  準備品  

09870-60000 
レーザーレー
ダーアジャスティ
ング 

09870-60010 ベーススタンド 

09870-60020 リフレクターＡ 
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09870-60010�

リフレクターＡ�

印刷 プレビュー 閉じる

© 2012 TOYOTA MOTOR CORPORATION. All Rights Reserved.

プリクラッシュセーフティ  前方センサ  準備品  

09870-60000 
レーザーレー
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09870-60010 ベーススタンド 

09870-60020 リフレクターＡ 
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09870-60020�
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3  光軸学習前作業
①�図のような、水平な床面で、周囲および路
面に反射物や光沢物がない場所を確保す
る。
　※�車両正面は、ターゲットのような白黒模
様がない状態にする。

　※�調整は室内で行う。
　※�調整は無風の場所で行う。
　※�調整はできるだけ明るい場所で行う。

１ｍ

２ｍ

②�床面の水平度を確認する。
　�図のように、車両前端および車両後端の２
箇所で床面の水平度を確認する。

確認位置

③�車両前端の位置に SSTを設置し、図のよ
うに、SST の土台に角度計（水準器）を
載せて縦横２方向で水平度を確認する。
　▪SST　�09870-60000（09870-60010、

09870-60020）
④ヘッドライトは点灯しない。
⑤タイヤ空気圧を正規に調整する。
⑥ウインドシールドガラスを清掃する。

角度計（水準器）

横方向 縦方向

SST
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５．実車での光軸学習例

1 光軸学習前作業
①�マニュアルに従い車両周囲の状況を確認
し、床面の水平度を確認する。
②�車両前端のおおよその位置にベーススタ
ンドを仮置きし、SSTの土台の水平度を
確認する。

ベーススタンド

水平器

土台

2 光軸学習
①�マニュアルに従いターゲットを作成する。
　※�ダンボールを使用した。
　※写真のとおり、少しゆがんでいる。

②�ベーススタンドにリフレクタを挿入する。
③リフレクタにターゲットを仮止めする。

ベーススタンド

リフレクタ
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④�今回作成したターゲットの高さはマニュ
アルの数値の下限である 130mmとした。
⑤�リフレクタ部のターゲットからのはみ出
しが確認できる。

リフレクタ部分のはみ出し

⑥�光軸学習時に影響を与えないため、リフ
レクタ部を黒色テープで隠した。

⑦�ターゲットの中心とベーススタンド土台
のケガキ線が一致するように固定する。

重りを吊したひも

⑧�マニュアルのとおり重りを吊したひもを
使用した。
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